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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

小児がん拠点病院等及び成人診療科との連携による長期フォローアップ体制の構築のための研究 

分担研究報告書 

 

「長期フォローアップ体制構築のための 

日本小児がん研究グループ(JCCG)との連携」 
 

研究分担者： 田尻達郎 

京都府立医科大学小児外科・教授 

 

A. 研究目的 

長期フォローアップの対象を JCCG 固

形腫瘍観察研究登録患者として全国規

模に拡大し、長期フォローアップ関連

の研究を実施する。 

 

B. 研究方法 

JCCG 長期フォローアップ委員会や各種

の疾患委員会との連携協議を行う。 

 

C. 研究結果、Ⅾ.考察、E.結論 

JCCG 長期フォローアップ委員会及び固

形腫瘍分科会との会議、情報共有を行

った。今後、小児がん経験者（CCS）

の問題点の把握や改善のための計画を

検討する。 

 

F. 研究発表 

論文発表 

1. 田尻達郎，文野誠久：仙尾部奇形腫 胎
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療のすべて．メディカ出版，大阪：

pp267-271，2020． 

2. 米田光宏，菱木知郎，田尻達郎：【小
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科，52：429-433，2020． 
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口智章：【小児がんプロフェッショナ

ル養成講座—基礎編】ゲノム医療の基

礎．小児外科，52：460-463，2020． 
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ク・重症度分類に応じた治療】神経芽
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5. 田尻達郎，文野誠久：【小児外科臨床
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研究要旨 

長期フォローアップの対象を JCCG 固形腫瘍観察研究登録患者として全国規
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がん経験者（CCS）の問題点の把握や改善のための計画を検討する。 
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6. 文野誠久，田尻達郎：【そこが知りた

いシリーズ：手術で必要な局所解剖
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1125，2020． 
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1248，2020． 
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9. Hiyama E, Hishiki T, Watanabe K, 

Ida K, Ueda Y, Kurihara S, Yano M, 

Hoshino K, Yokoi A, Takama Y, 

Nogami Y, Taguchi T, Mori M, Kihira 

K, Miyazaki O, Fuji H, Honda S, 
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Cancer Group Neuroblastoma 

Committee (JNBSG): Correction to: 
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学会発表 

1. Togashi Y, Takemoto M, Takeuchi Y, 

Tanaka T, Higashi M, Fumino S, 

Tajiri T: Anti-relapse effect of 

trametinib on a local minimal 

residual disease neuroblastoma 

mouse model. 53rd Pacific 

Association of Pediatric Surgeons 

(PAPS), 2020 Nov 8-12; web. 

2. 文野誠久，髙山勝平，青井重善，古川泰

三，田尻達郎：【シンポジウム 小児固形

腫瘍における QOL を重視した局所治療

の工夫】小児巨大固形腫瘍に対する整

容面に配慮した鏡視補助下手術の工夫．

第 82回日本臨床外科学会総会，2020 年

10 月 29～31 日；web． 

3. 神部浩輔，田中智子，坂井宏平，青井重

善，文野誠久，古川泰三，今津正史，田

尻達郎：二期的に付属器切除を行った

成人型卵巣顆粒膜細胞腫破裂の一例．

第 42 回近畿小児血液・がん研究会，

2020 年 2月 22 日；兵庫． 

4. 井上真帆，富樫佑一，馬庭淳之介，文野

誠久，東 真弓，土谷佳樹，小池宣也，

梅村康浩，井之川仁，八木田和弘，田尻

達郎：神経芽腫転移マウスモデルにお

ける原発巣局所切除による微小遠隔転

移巣への影響．第 120 回日本外科学会

定期学術集会，2020 年 8月 13 日；web． 

5. 山師幸大，文野誠久，田中智子，坂井宏

平，東 真弓，青井重善，古川泰三，今

津正史，田尻達郎：小児期に発症した成

人型卵巣顆粒膜細胞腫破裂の一例．第

57 回日本小児外科学会学術集会，2020

年 9月 19〜21 日；web． 

6. 富樫佑一，竹本正和，竹内雄毅，田中智

子，東 真弓，文野誠久，田尻達郎：神

経芽腫局所微小残存病変モデルマウス

を用いた MEK 阻害剤の再発抑制効果の

検討．第 57回日本小児外科学会学術集

会，2020 年 9月 19〜21 日；web． 

7. 坂野慎哉，加藤充純，文野誠久，土屋

邦彦，家原知子，安江志保，遠渡沙緒

理，小関道夫，細井 創，吉田和弘，

田尻達郎：治療前破裂に対して緊急動

脈塞栓術で止血し全身化学療法後に切

除した肝芽腫 3例の検討．第 58 回日

本癌治療学会学術集会，2020 年 10 月

23 日；京都． 

8. 坂野慎哉，加藤充純，文野誠久，土屋邦

彦，家原知子，遠渡沙緒理，小関道夫，

細井 創，吉田和弘，田尻達郎：治療前

破裂に対して緊急動脈塞栓術が有用で

あった肝芽腫 3例の検討．第 62回日本

小児血液・がん学会学術集会，2020 年

11 月 20〜22 日；web． 

9. Yamashi K, Inoue M, Higashi M, 

Fumino S, Furukawa T, Tajiri T: 転

移性神経芽腫 syngeneic model を用い

た高リスク神経芽腫の転移巣進行要因
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の解析．第 62 回日本小児血液・がん学

会学術集会，2020 年 11 月 20〜22 日；

web． 

10. Ozeki M, Nozawa A, Yasue S, Endo S, 

Fumino S, Furukawa T, Takemoto J, 

Souzaki R, Tajiri T: 脈管異常に対

するシロリムス投与後の血漿サイトカ

イン分析．第 62回日本小児血液・がん

学会学術集会，2020 年 11 月 20〜22 日；

web． 

11. Fumino S, Furukawa T, Aoi S, Sakai 

K, Naito Y, Yagyu S, Iehara T, Hosoi 

H, Tajiri T: 両側性 Wilms 腫瘍におけ

る外科治療の臨床上の問題点．第 62回

日本小児血液・がん学会学術集会，2020

年 11 月 20〜22 日；web． 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

無し 

2. 実用新案登録 

無し 

3. その他 

無し 

 

 

 

 

 

 

 


